
はじめに

「博学連携について」というテーマで原稿依頼を

されたとき，ある記憶がよみがえりました。10数

年前，はじめて「はくがくれんけい」ということば

を聞いたとき，すぐには何のことかわからなかった

という経験です。漢字が思い浮かばなかったと言っ

た方がよいのかもしれません。当時は，千葉大学教

育学部で，日本史を教えるだけでなく，社会科教育

という講義では，「学区の歴史をどのように教える

か」というテーマで授業をするなど，地域

社会と学校の関係をどのように構築する

か，考え始めていたころでした。教育学部

に就職して10年近くなり，日本近世史の

研究者となるためにやってきたことを，教

員になる学生にそのまま伝えるだけではだ

めだと感じ始めていました。教育学部にお

ける「専門」とはなにか，についても考え

始めていました。授業方法や指導案を教え

る能力も意思もないから，いずれ彼らが子

どもたちに教えるであろう内容を教えるし

かないのですが，近世史以外は詳しいこと

はわかりません。千葉県では中学校の社会

科・高校の日本史の教員になる可能性はほ

とんど無かったので，とくに小学校で歴史

的分野をどのように教えるか，就職した学

生が悩んだときに必要な知識とはなにか，

大学で習得すべきこととはなにか，につい

て，なんとか考えようとしていた矢先でし

た。それなのに，この「はくがくれんけい」

ということばにはとまどいました。それ以

前にも，ことあるたびに博物館には行きま

したし，博物館は好きな場所の一つでした。

しかし，このときにはまだ，博物館の展示
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を学校でどのように使うかということなどは，まっ

たく考慮の外であったわけです。もっとも，それは

わたしだけではなく，日本の博物館で「博学連携」

が声高に言われ始めたのはこの数年ではないでしょ

うか。

わたしは博物館の人間になって５年目です。「博

学連携」について，日々実践していると言ってよい

かと思います。このことばを使うかどうかは別とし

て，この数年間で，学校教育との関係を考えない博

物館は急速に少なくなっているはずです。学校でも，

歴史系博物館と教室の間
－いわゆる「博学連携」を実現するために－

国立歴史民俗博物館助教授
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博物館の見学を有効なものにするための方策を考え

ていないところはないはずです。しかし，博物館で

は学芸員が，学校では教員が，それぞれ悩んでいる

のが，実はこの「博学連携」のあり方ではないかと

思います。そこで，以下，これからの「博学連携」

はどうあるべきかについて，わたしの現在の考えを

率直に述べることにします。

ただし，わたしの勤務する国立歴史民俗博物館

（以下，歴博と略）は，一般の歴史民俗系博物館と

は趣を異にします。大学共同利用機関として，大学

と同格の研究機関であるという側面を有し，総合研

究大学院大学の日本歴史研究専攻（博士課程）も置

かれています。いまのところ国立では唯一の歴史民

俗系博物館ですが，上述の研究機関として獲得した

研究成果をこの列島上に生きた人々の歴史や文化の

「展示」に反映させることで，一般の「公衆」に伝

えることが館の使命だとされてきたようです。した

がって，「地域博物館」とは異なる使命を持ってい

るはずです（その違いが館内の研究者にとってどの

程度の共通理解になっているかは疑問ですが）。と

りあえず，わたしが５年前に当館に移ったときに理

解した当館の特色は以下の３点です。①この列島上

に生きた人々の生活と文化とを展示によって示すこ

とが主であり，いわゆる歴史的な有名人の果たした

役割や政治的事件は扱わない（聖徳太子も秀吉もい

ない！），②高校で日本史を学んだ人が，自分の力

で理解できる展示を目指すので，とくに学校団体に

対しては館の側では特別な解説・ギャラリートーク

はしない（ガイドレシーバーが唯一の解説），③千

葉県佐倉市に所在するからといって，県・市の歴史

をとくにとりあげることはしない（むしろ距離をお

く），ということです。①はいまなお大切な方針で

あると考えますが，②は意味がありません。その理
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由の一つは，高校で日本史が必修ではなくなったこ

とです。したがって，一般来館者の「日本史の基礎

知識」の基準がまったくわからなくなってしまった

のです。二つは，そもそも高校卒業程度の日本史の

知識を前提とするという設定自体の弊害がはっきり

したことです。事前指導を受けていない小学生には

もちろん，実は一般の成人にもよくわからない部分

が多い展示なのです。それにもかかわらず，それを

改善したり，わかるために何をするべきかについて

考えるということがこの20年間まったくなされて

きませんでした。③は地域博物館の使命との違いを

考えると当然ですが，では佐倉のように美術館はあ

るが歴史民俗系の博物館が無いところでどうすれば

よいのでしょうか。「歴博友の会」のメンバーの多く

は佐倉市民，千葉県民が占めています。企画展示の

リピーターも，同様だと思います。佐倉市内の小学

校では，ほぼ全校が当館を見学しています。千葉

県・佐倉市近辺に関する展示はほとんどありません

から，地域博物館とは異なる見学プログラムが必要

ですが，この点で館の見解ははっきりしていません。

このようななかで，1998年７月から「歴博の博物

館活動と学校教育の関係を考え，試行するワーキン

グ」が発足されました。その後ボランティアの導入

についても検討することを依頼され，「教育プロジ

ェクト」と改称して現在にいたっています。今年３

月には，教育プロジェクトの編集で『れきはくにい

こうよ－教育プロジェクト活動報告（３年間のあゆ

み）』が刊行されましたので，詳しくはそちらを参

照していただきたいのですが，依然「試行」段階で

あることには変わりありません。したがって，他と

は異なった博物館で，しかも「試行」として認めら

れているにすぎない実践を根拠とした私見であるこ

とは，あらかじめお断りしておきたいと思います。

「れきはくにいこうよ」教育プロジェクト活動報告 歴博ブックレット



１　歴史民俗系博物館でどうすべきか

新学習指導要領での位置づけは，ますます「博学

連携」を強化する方向にありますが，そのために何

が必要なのか，ほんとうに考えられているのでしょ

うか。多くの博物館では，今後の対応に苦慮してい

るに違いありません。公務員の数減らしが進行する

なかで，学芸員の数を削減する傾向はますます強ま

るはずですが，逆に学校からは博物館に期待するも

のが増えるということです。総合学習の問題も含め

ると，期待は大きいと言わざるをえません。しかし，

これを受ける博物館の側はどうでしょうか。たしか

に，「親しむ博物館づくり」という事業が文科省の

支援で展開されていますが，そこで有効だと考えら

れた事業は長期的な人的保障なしでは継続できない

ものが多いことは明らかです。必要は理解している

が，人件費はつけないから，現有の人員でやりなさ

い，と言っているのに過ぎないと思われます。生涯

学習を充実したり，地域社会と学校との関係をほん

とうに有機的なものにすることが必要だと考えるな

らば，博物館が充実される意義は大きいはずなので

すが，その充実のための予算はなかなか認められな

い，というのが日本の現状です。

その意味では，いま必要なのは，第一に，学芸員

を「雑芸員」にしないことかもしれません。次世代

に継承することが必要だと考えるものを調査・研究

し，保存する手だてを講じるだけで，学芸員の手は

一杯ですが，学校現場からは，学芸員から生徒に話

してほしい，指導してほしいという希望が出されま

す。それにまじめに対応しようとすればするほど，

わかりやすくて新しい展示の「内容」をつくるだけ

の時間はなくなるのです。歴史系の博物館では，ど

うしてもストーリーが必要ですから，展示するだけ

の素材や内容がなくなり，新しいストーリーをつく

ることができなくなると，リピーターは来なくなり，

先細りは避けられません。しかも，研究のための時

間や，学芸員の研究に基づいた独自の展示のための

費用をへらす一方で，観客数だけを評価基準とする

傾向は，各地の自治体で強まりつつあります。博物

館活動の面で先進的な諸外国でも，財政的に厳しい

状況は同じですが，個人や企業の寄付行為が税制上

優遇されているうえに，こうした文化的事業への寄

付を名誉と考える文化的・歴史的風土の違いは大き

く，公的資金のみで運営しなければならない日本の

―8―

博物館では，財政的にはさらに厳しい状況が続くは

ずです。しかし，個々の学芸員が，展示のために調

査・研究するための機会や条件を減少させては，先

はないのです。この点は，一般には深刻に受け止め

られていませんが，そもそも学芸員の地位が先進的

な諸外国の博物館に比して低い日本の博物館が抱え

るもっとも深刻な問題です。

第二に，博物館による来館者調査・研究と来館者

教育が必要だということです。上述したように，歴

史的基礎知識の有無だけではなく，来館者には大き

な幅があります。性別・年齢・価値観のちがいや身

体的なハンディキャップの有無，日本語の理解とい

う点でのハンディキャップの有無など，多様な来館

者の実態をいかにつかむか，ということなしには，

そもそも博物館が来館者に何を提供できるかわから

ないはずです。生涯学習時代は黙っていて始まるわ

けではありません。多くの人に自分自身で「学ぶ」

楽しさや課題を発見してもらうことが不可欠です

が，そのためのトレーニングは誰が，どこで行うの

でしょうか。わたしは，これからの博物館は，「学

ぶ」楽しさを知ってもらうために，さまざまなプロ

グラムを用意すべきだと考えます。言い換えれば，

博物館は来館者が「自分で学ぶ」楽しさを教えると

ころであるということになります。そのためには，

ほんとうは来館者と展示とをつなぐ二つの役割の

人々が不可欠です。一つは，来館者について調査・

研究し，来館者が何を望んでいるのか，現在の展示

でわかりにくいところはどこか，などを考える役割

の人です（Evaluator）。もう一つは，さまざまな来

館者に応じた見学のプログラムを準備し提供する役

割の人です（Educator）。来館者が，博物館で「自

己教育」をするのを支援すると言い換えてもよいで

しょう。いずれも，日本では残念ながら専門の職業

としてはまったく認知されていません。アメリカの

メトロポリタン美術館では，教育関係のスタッフは

約70名，イギリスの大英博物館で36名，フランス

のルーブル美術館で40人前後だそうです。これに

ボランティアやインターンが加わるようですから，

実数はさらに多くなります。いずれも多民族国家と

して，多文化をいかに共有するか，という問題を抱

えているから，博物館など学校以外の場所での教育

機能が肥大化しているとはいえ，もし「教育立国」

を真剣に考えるのならば，この点は学ぶべきでしょ

う。これに比べて，歴博は，教育事業係が２人，週



３回の研究支援推進員２人＝それぞれ小・中学校の

経験者がいわば専任スタッフで，あとは研究部の教

員がボランティアで「試行」しているのにすぎませ

ん。しかし，これとても他の一般の博物館よりは恵

まれているかもしれません。学芸員による新しい研

究成果を，展示という表現手段でわかりやすく来館

者に伝えるためには，こうした二つの役割を果たす

人が不可欠であると考えます。コンピューターグラ

フィックスなど，人手の要らない方向で展示技術は

開発され続けるでしょうが，ほんとうに必要なのは，

逆に人の問題です。博物館は，物言わぬ来館者が自

学自習する所ではなく，人と人とが議論したり交流

したりしながら，自己教育していく場だと思うので

す。教育とは人が人に人類の文化を継承していくこ

とだとするならば，人の手間がかかる博物館こそが

これからの博物館だと思うのですが，いかがでしょ

うか。

２　学校では何をすべきか

では，学校の側では，何をすべきでしょうか。歴

博での「試行」を通して，いくつかわかったことが
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あります。この４年間，千葉大学教育学部社会科の

一年生たちの歴博見学のためのプログラムを実施し

ています。歴史民俗系博物館の現状と展示の観方に

ついて説明したあと，実際の展示を観ながら，その

観方を試してもらうというプログラムです。見学後

に出してもらうレポートを分析した教育学部の後藤

雅知氏によると，「はじめての博物館体験」が小学

校のときで，それがいかにつまらなかったか，疲れ

たかという経験について触れている学生が少くない

そうです。将来，小学校の教員になる率の高い学生

にして，こうなのです。あなた方が，将来子どもた

ちを連れてくるときに何をしたらよいのか，と問う

と，まったくわからないと言います。しかし，それ

は学生のせいではないのかもしれません。ほんとう

に博学連携をやるのであれば，大学で講義のなかに

も組み込むことが不可欠だからです。一方，博物館

の側では，先生のための講座にもっと力を入れるべ

きだと思います。歴博では，４年前から夏休みに

「先生のための歴博講座」を実施してきました。多

くの子どもたちにとって，「はじめての博物館体験」

は，学校から集団で来るというものがもっとも多い

わけです。それが，暗く，わからなく，疲れたもの

だとすると，博物館には将来はありません。学校か

らみんなで来る博物館体験をいかに演出するか，ど

のようなプログラムを準備するか，が博物館にとっ

ての大きな課題なのです。と同時に，引率してくる

先生の役割がきわめて重要です。事前見学（相

談）・事前学習・見学・事後学習という流れをきち

んとつくり，見学のときのプログラムをつくるのは，

先生の側なのです。忙しいことは十分承知していま

すが，博物館と打ち合わせをどれくらい綿密に行う

か，どのようなプログラムをつくるか（選択するか）

がしっかりしていて，はじめて博物館見学が子ども

親子クイズとワークシート



たちにとって，楽しいものになるのです。このよう

な流れは，中学校でも高校でも同様です。高校生の

団体での来館は決して多くはないのですが，昨年度

から歴博協力校になって下さっている佐倉東高校の

実践例から考えると，事前相談・事前学習がしっか

りしていれば，見学効果は高くなるようです。昨年

度は先生が展示物を前にして授業をすることもでき

ました（この成果は，参考文献の遠山成一先生の実

践をご覧ください）。展示物を前に，先生と生徒が

議論する，生徒同士で議論する。まわりの観客の迷

惑にならないように，という配慮は不可欠ですが，

生徒が将来一人で展示を観て楽しむことができるよ

うな力を養うことに大きな意味があると思います。

ついでに言うと，はじめての博物館体験は，「家族

で」という事例が次に多いのだろうと考えています。

そこで，歴博では，イギリスの博物館での実践を参

考にしながら「親子クイズ」を実施してきました。

当初は，長期休暇に限定していたのですが，現在で

は週休二日に合わせ，種類も，幼児向け（低学年ま

で），二種類の小学校高学年向け（中学生も可）の

三種類に増やしました。親子クイズは，とにかく展

示物を少しでもじっくり観察してもらうことをねら

いとしています。クイズには順番があるので，その

とおりにやっていくと，ある程度の時間で，まんべ

んなく展示場をまわることもできるわけです。しか

も，親に渡す解説には，クイズをしたあと，親がさ

らに説明できるようにしてあるので，親も「知った

か（ぶり）」をすることができます。この会話を通じ

て，クイズを単なるクイズに終わらせないで，展示

されているものについてじっくり見ることの知的楽

しさを知るきっかけになればよいと考えています。

話を元に戻しますと，学校から来る子どもたちに

とって先生の役割がきわめて重要だということです

が，その前に先生自身に博物館をもっとよく知って，

好きになってもらわないといけません。今年度，歴

博では，佐倉市の教育委員会と共同で，二日間にわ

たって社会科と理科の先生の研修を実施しました。

社会科の先生には，展示物で気に入ったものを二点，

理科の先生には「くらしの植物苑」（歴博に併設さ

れています）で，気に入った植物を二点，それぞれ

スケッチしていただきました。何人かの先生に，み

んなの前で自分が描いたものについて「名付け」を

していただき，さらに気づいたことを話していただ

きました。そのあと，歴博の専門の研究者が，描い
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たものについてのコメント（見所を教える）をしま

した。これは，昨年度歴博で行った「れきはくをか

こうよ」というプログラムと同じものですが，参加

された先生の感想はきわめて好評でした。博物館の

展示物を選んで絵に描くという，なんでもないプロ

グラムですが，描いたあと，自分が描いたものにつ

いて名前をつけ，気づいたことを話すというところ

がミソです。すなわち，自分が描いたものを他人に

見せ，その物から自分が引き出した情報を整理して

伝えるという過程で，見る・描く・考える（感じる）

という一連の作業のなかで，自分自身もその物から

得た歴史像を確認することができるわけです。こう

した経験が，子どもたちにとって10年後，20年後

にどのような意味を持つのか，については追跡調査

が必要ですが，何かしら自分自身の歴史像を獲得で

きているようです。いずれにしても，先生にも体験

していただいて，はじめてプログラムの意義がわか

佐倉市社会科教員研修の風景写真○上単眼鏡でジオラマ（推定
復元模型）を観る○中「れきはくをかこうよ」というプログラム
を先生が体験中○下「れきはくをかこうよ」の成果報告風景



っていただけるのです。

なお，すでに述べたように博物館をとりまく状況

は厳しいので，博物館からのはたらきかけを待って

いては始まりません。先生が博物館に行き，わから

ないところは学芸員に質問する，見学の前には必ず

事前見学，事前相談を行う，ということを実践して

はじめて，意義のある見学ができるのではないかと

思います。また，そこできちんとした対応がとれな

い博物館は，結局生き残れないかもしれません。

おわりに

最近，岩城卓二氏が，「物言わぬ博物館」からの脱

却を呼びかけていますが，博物館からの来館者への

働きかけがその第１歩であることは間違いありませ

ん。はじめての来館者に，展示を観て考えたり，感

じたりすることがいかに面白いかを体験してもらう

ことがポイントではないかと思います。展示の質を

落とすのではなく，自分なりの展示の読み方を習得

してもらうためには，来館者教育が不可欠で，その

ためには来館者自体の調査・研究が不可欠だという

ことです。生涯学習機関，社会教育機関としての博

物館の役割は，まずこの点にあると考えます。少な

くとも常に「来館者の目の高さに立って」展示を見直

すことができれば，博物館は大きく変わるはずです。

ただし，日本では，教育担当のスタッフが決定的

に不足しています。これからも増加する可能性はな

さそうです。だからこそ，先生が，博物館ではミュ

ージアムティーチャーになる位の覚悟が必要だと言

わざるをえません。学芸員に「何かしてください」

ではなく，このような見学にしたい，ここで自分が

話したいがなにか補助材料はないか，というような

積極性が必要だと思います。そのためにも，まず，

先生が博物館の楽しみ方をマスターすることです。

―11―

「博学連携」という，気の遠くなるような課題は，

結局ここから始めるしかないのだと考えています。

最後に，歴博では，日程さえあえば，事前相談以

後のプログラムを使っていただけるようにしてあり

ます。また，事前学習用のビデオの貸し出しやワー

クシートその他の提供をすることができます（高校

用ではありませんが，興味のある方は，歴博内の

「博物館活動推進室内教育プロジェクト」までFax

してください（043-486-4211））。なお，国立のある

高校では，沖縄への修学旅行の前に，歴博の民俗展

示を観ていくようです。日程があえば，沖縄のこと

を研究している歴博教員の講義を聞くこともありま

す。くらしの植物苑と組み合わせると，自然や環境

と人間の歴史との関係を考える総合学習のテーマに

なる可能性もあります。それぞれの学校の状況や生

徒の問題関心にあわせた，独自のプログラムを一緒

につくりませんか。
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